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タウンミーティング 会議録 

 

日 時：平成24年11月17日（土） 13:28～15:05 

場 所：黒部市国際文化センターコラーレマルチホール 

テーマ：北陸新幹線開業に向けたまちのにぎわいづくりと公共交通の利用について 

参加者：155名 

 

 

【事務局】 

ご苦労さまです。 

ご案内の時刻になりましたので、只今から平成24年度黒部市タウンミーティングを開催 

いたします。 

今回のテーマにつきましては、「北陸新幹線開業に向けたまちのにぎわいづくりと公

共交通の利用について」であります。 

最初に市長からこのテーマについて、約20分ご説明申し上げます。その次に、会場の

皆様方からテーマについて順次ご意見、ご提言をお受けいたします。 

なお、終了時間は15時00分ごろを目途として進めていきたいと考えておりますので、

ご協力をお願いいたします。 

また、先ほど受付でアンケート用紙をお配りいたしましたが、この場でご発言できな

かった皆様からも自由にご意見をいただきたいと思いますので、日頃から感じておられる

ことをご記入いただきまして、お帰りの際、受付で回収させていただきますので、よろし

くお願いいたします。お寄せいただいた意見につきましては、今後、市政運営の参考にさ

せていただく予定としております。 

それでは、堀内市長からごあいさつとテーマに関して基本的な考え方を述べさせてい

ただきます。 

 

【市長】 

 皆さん、こんにちは。ご多用の中、お集まりいただきましてありがとうございます。 

 そしてまた、今回のタウンミーティングの開催にあたりまして、自治振興会、町内会ほ

か市内の企業、各種団体の皆さんには大変お世話をいただきました。心から感謝申し上げ

たいと思います。 

 さて、合併後7年が経過し、市の10年間のまちづくりの指針である総合振興計画も本年

度で折り返しを迎え、後期５カ年の基本計画を策定したところであります  

 この間、各事業につきまして、鋭意進めているところであり、現在まで概ね順調に推移

しているものと考えております。 

 後期５カ年間の基本計画の中には、新庁舎の建設や病院の改築など大型事業が多数入っ

ておりますが、その中でも北陸新幹線の開業は最も大きなプロジェクトであり、開業に向

けての気運醸成のため、さまざまな意見交換を皆様といたしたいということで、今回のタ

ウンミーティングを開催いたしました。  

 今後も、市政の着実な推進に向け、鋭意努力してまいりたいと考えておりますので、市
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民の皆様の、より一層のご理解、ご協力をお願い申し上げ、ごあいさつといたします。 

 それでは、説明に入らせていただきます。 

 

詳細については、「課題提起」をご覧ください。 

 

【事務局】 

 それでは、ただいまから本日のテーマに関して、会場の皆様からのご意見やご提言をお

受けいたします。係の者がマイクをお渡ししますので、地区名、お名前に続き、ご意見等

を述べていただきます。 

 もう一つお願いがあります。このタウンミーティングでは、限られた時間の中でできる

だけたくさんの方からご意見をいただきたいと考えておりまして、ご発言はなるべく簡潔

に、お一人３分以内でお願いいたします。 

 それでは、ご発言のある方は挙手をお願いいたします。 

【堀切・Aさん】 

 私は元々富山市出身で、黒部の鉄道や風景の魅力を感じ、今春から黒部市に移住してき

ました。鉄道が好きで、黒部を中心とした鉄道愛好団体を率いています。また、鉄道好き

の地域の人間として盛り上げられるよう、模索しながら活動しています。黒部市の鉄道を

使ったまちづくりにも魅力を感じています。自分たちも地域の人間として盛り上げる努力

をしていきたいと思います。例えば、新幹線駅のホームのメロディは、地域によって特色

あるものを使っています。高岡市は、お鈴（おりん）を使ったものであり、黒部市は、名

水のイメージが強いので、水のせせらぎをイメージしたメロディでお客様をお迎えするの

がよいのではないでしょうか。 

【市長】 

 ありがとうございました。ホームのメロディにつきましても、今の新幹線を活かしたま

ちづくりの検討委員会等で、検討しているところです。水のせせらぎがよいのではないか

というご意見も一つの参考として、どういう風に取り入れることができるのか、具体的に

検討させていただきたいと思います。 

【村椿・Bさん】 

 勤務先が県民カレッジで、本日は生涯学習という観点から話をさせていただきたいと思

います。観光という切り口に生涯学習をトッピングしたものはあまりないと思います。先

ほど、画面の左上の方に生涯学習が表示され、うれしく感じたのですが、これをどう具体

化するのかが課題ではないかと思います。８月の市民討議会ではさまざまな提案がなされ

たようですが、そこに生涯学習ということがなかったので、本日参りました。８月に、東

京千代田区の小学生を招く自然体験村に、娘が参加し、大変すばらしい体験をしたと聞い

ています。東京の子供たちの視点は、われわれとは違っていると感じました。子供の視点

を大人の視点と置き換えた場合に、同じように興味を持ってもらえるのではないか。知的

好奇心に答える取組みが考えられるのではないか。東京の６０～８０歳はだいたい３００

万人いますが、生涯学習に対する意識が高く、その５％である１５万人を対象に黒部の魅

力を体験してもらうセミナーを今年度実施しました。１つめの提案は、観光に生涯学習を

加えたものができないかということです。２つめですが、さまざまな取り組みをしていく
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ということでしたが、どうネットワークづくりをしていくのかが大事です。確かに観光ボ

ランティアの素晴らしい取り組みは新聞等で確認できます。生涯学習の観点からリーダー

を育成し、どうコラボレーションしていくのかを提案したい。つまり、後継者育成です。

今いる人たちの次の世代です。どう伝える能力を教えていくのか。例えば、商店街の人が

法被を着替えて、ぱっと説明できる。新幹線新駅のできる３市で、まず、黒部市を対象に

まち歩きを今年実施しています。地元のたまご、「ゆめたまご」を見つけ出し、提案して

ゆきたいと考えております。同じように富山と高岡でも実施したいと思います。セミナー

を開催し、ゆめたまご33ヵ所めぐりといったものをアピールできればと思っています。ど

なたかが、アプリを開発して駅に置いてくれないかな、と思っています。県外の人にアピ

ールするためには、我々自身が理解していないといけないと思います。それをどう語り部

として育成していくか。現在の視点だけではなく、10年後を考えたアクションプランを考

え、ネットワークづくりをしていく必要があると考えます。にぎわいとは、活気であり、

モチベーションであると考えます。県全体で考える必要があると思いますが、アイデアを

広げるネットワークづくりをどう実施されるのでしょうか。 

【市長】 

 大変貴重なご意見をありがとうございます。生涯学習のテーマは多岐に亘ると思います。

自然体験型、自然再生エネルギーの学習、農業・漁業・林業の体験を通しての学習なども

あると思います。地域に今ある資源を生かした体験型・研修・視察などテーマを持った、

地域そのものが観光となる、都市型の観光がこれからの観光で大事となっていくと考えて

います。自分たちの地域をよく知り、誇れるものは磨きをかけ、見ていただいたり、体験

していただくことが大事です。そういう意味では生涯学習として、こどもから高齢者の

方々までの広い世代の方々が興味を持ち、体験できる資源をよく知り、ブラッシュアップ

し、どう伝えていくのかが大事だと思います。今おっしゃられたように、生涯学習として、

ルートづくりが大事です。いろいろ活動していらっしゃるようなので、一緒に考えていき

たいと思います。また、それぞれのテーマや地域でのリーダーを育てるというは私も大変

大事であると考えています。次の世代を伝えるために、地域について発信していくことも

大事だと考えています。ゆめたまごについては、また詳しく教えていただきたいと思って

います。 

【石田・Cさん】 

 新幹線ができるということで楽しみの人もいるが、それほどでもないという人もいるの

が、市民の感覚である。今日映像を見て、具体的にこうなるとわかった。あちこちでジオ

ラマを作っているが、黒部でも作れば、視覚的にわかりやすくて、よいのではないか。石

田でも語り部を育成しなければならないと考えている。次世代に何が残せるかということ

を模索している中での新幹線開通で、今はこういう現状だよと示す１つとなるのではない

か。 

【市長】 

 先ほど、アニメーションでご覧いただいたシーン１と２のほかに、ホームページでは、

シーン５まであります。ぜひご覧ください。さまざまな方向から見ていただけます。 

 また、国が整備する駅舎のほか、観光案内や待合室など市が整備する地域観光ギャラリ

ーに映像版のジオラマのようなものについて、残念ながら開業後となる見込みですが、検
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討中です。 

 関係者は新幹線開業まであと２年と盛り上がっている向きがありますが、市民レベルは

まだまだ足りないのではないかということは私自身も感じているところです。情報発信が

難しいが、どれだけ市民の方々が新幹線開業をチャンスと捉えるのかにより、新幹線効果

が決まると思っていますので、がんばって取り組んでいきたいと考えています。 

【村椿・Dさん】 

 新幹線新駅については、地元の私たちが行っても、わくわくできるような場所にしてい

ただきたい。25年前に、スウェーデンの空港で、このマルチホールの半分くらい空間にボ

ールを敷き詰め、子供が遊ぶ空間となっており、子供を大事にしている国だと感じた。今

黒部市で、親子で遊べるのは、気軽に遊べる場所が少ない。多目的広場を子供から高齢者

まで気軽に集い、交流できるような広場にしてほしい。個人的には、足湯もあればいいと

思う。子供にとっても、高齢者にとっても、住んでいてよかったと思えるような広場にし

てほしい。 

【市長】 

 ありがとうございました。先ほどから申し上げている都市観光、着地型観光というのは、

基本的には地元の人々も楽しめるようなものです。地元の人たちが楽しみ、おいしいと思

えるものを提供する場所に、県内外の人たちも利用するというのが着地型観光の理念です。

ただ、新幹線駅周辺整備の基本的考えは、新たな市街地形成ではありません。既存の三日

市や石田があるなかで、新たに市街地を形成するとなれば、人口４万人の市としては、あ

まりにも中途半端なものばかりになってしまうと考えています。新幹線新駅周辺はあくま

でも交通の拠点と考えています。最低限必要な食事場、宿泊等は必要であると考えていま

すが、新たな市街地形成は考えていません。なお、足湯については、宇奈月温泉にも２か

所あり、総合公園のバイオマス施設のところにもあるので、そこに自然に誘導できるよう

に考えていきたいところです。宇奈月温泉からお湯をタンクで運んでくるというのも実験

的に実施したことはありますが、なかなか難しいので、検討させていただきたいと思いま

す。 

【若栗・Eさん】 

 先日、飯山と上越に行ってきました。上越も直江津と高田という既存市街地を抱えてい

るので、駅周辺の乱開発は指導で抑えるということだったのですが、黒部の駅周辺開発は

指導で抑えるのでしょうか。それとも、自然の流れでできてくるものは仕方がないという

考えなのでしょうか。 

【市長】 

 先ほど新駅周辺をご覧いただいたところですが、5haは公共の場所で制限がかかるので

すので、問題はありません。それ以外のところで、特に東側について、ホームから北アル

プスの山並みが見えることをうたい文句としているのに、大きなビルができてしまうと見

えなくなってしまいます。この地域については、条例ではなく、地元のみなさん、地権者

の方と景観協定を結んでおり、地元があまり望まない建物の建設について、高さなどで条

件が少し厳しくなります。それ以外の場所は、民間施設の建設に対して、特に規制ができ

ません。ただ、若栗のかなりの区域が土地改良事業中であり、14年間、内訳は工期６年、

その後８年ですが、農地転用ができず、建物の建設ができません。そういう意味では、心
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配されるような乱開発はなされないのではないかと考えています。 

【下立・Fさん】 

 今までは大変夢のある話ばかりであったが、私は泥臭い話をします。くろワンの実施駅

をもっときれいにしていただきたいと思います。特に、宇奈月温泉駅については、ホーム

から階段を登り、改札を抜けてから、また下に降りなければならないので、エスカレータ

ーを設置してほしいと思います。それが無理ということであれば、階段を登らなくても済

むように、改札を下にしていただきたくよう要望していただきたいと思います。他に、地

鉄との大変厳しい協議となるだろうが、新幹線と地鉄の接続のよさが確保されるようなダ

イヤとなるのでしょうか。 

駅名はＪＲ西日本が決定するものなのでしょうか。それとも、黒部市の方で、駅名を

詰めた方が地元意見の採用の見込みが高くなるものなのでしょうか。 

【市長】 

 地鉄の駅の問題については、ご指摘いただいたとおりの状況です。地鉄にお願いしてい

ますが、改修がなかなかできていない現状です。今は、ボランティアの方々に清掃などを

頑張っていただいているところです。また、地鉄の許可をいただき、駅舎の塗装し直しを

ボランティアの方を中心に、ここ２，３年の間に３駅実施したところです。 

 地元がお願いして作ってもらう駅のことを請願駅といいますが、国、県、市１／３ずつ

負担し、地鉄新駅として整備する予定です。２億円ほどかかるが、それよりも、重い課題

は、一方で、ダイヤ編成は、車両や運転手を増やすなどしなければ、なかなか新幹線との

接続がよくなりません。駅整備については、地元で負担するので、その点については、地

鉄さんにがんばっていただくしかありません。 

 また、駅名についてですが、５つの候補には順位をつけていません。これを詰めて２つ

に絞ろうとも、ＪＲが営業に有利だと判断したものに決定されます。過去の実績では、地

元から要望した駅名の採用率は、約50％です。地元が選んだとしても、この地域の全国的

イメージで、戦略的に活かしやすいものを選定されます。ＪＲ西日本に駅名について要望

しているところですが、この金沢までの開業の中ではＪＲ東日本路線区間が長いため、東

京の人をどうするのかということを気にしている様子ですので、ＪＲ東日本の意見も聞き

ながら決定されると思います。我々としては、ぜひ「黒部」の名が入った、わかりやすく

魅力の発信のしやすい駅名としていただきたいと思っております。 

【堀切・Aさん】 

 再び失礼します。先ほど、石田の女性の方から意見がありましたジオラマに関する意見

について補足させていただきたいと思います。我々愛好会の地域活動の一環で、黒部市を

イメージしたミニチュアのジオラマを作成し、そこに模型電車を走らせて、立体的アプロ

ーチを試みています。実際に夏休みを中心に何度かイベント等で展示しており、乗ってみ

たいという気分になったという意見をいただくこともありました。私の知人は、新幹線新

駅の完成予想ジオラマを作成され、何度も展示していました。そういう状況でしたので、

市民の皆さんに浸透していたと思っていたところだったのですが、先ほどの意見ではまだ

知られていないところがあり、自分たちの思いと地域の思いは、違っているのだなと気付

かされました。黒部市が、新駅に関しての理解を深めてもらうイベント等を開催するので

あれば、日頃会場確保に苦労しているので、協力させていただきたいので、声をかけてく
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ださい。 

【市長】 

 ありがとうございます。電車を走らせているジオラマについては、子供だけでなく、大

人も面白く興味をひかれるものだと思います。皆様方のような愛好会の方の力を借りて、

このコラーレのように人が集まるエントランスに、設置するなどして、機運の盛上げにな

ればと思いますので、またご相談させていただければと思います。 

【三日市・Gさん】 

 新駅がだんだんできてきているので、楽しみになっています。先ほど、くろワンの話が

でましたが、私はまちづくり協議会で、くろワン事業のリーダーをやっています。今年で

６年目を迎え、来年も実施する予定ですので、まだ乗っていらっしゃらない方がいらっし

ゃいましたら、ぜひご利用ください。地鉄や並行在来線となるＪＲへの支援を市長はおっ

しゃっていらっしゃるので、ぜひお願いしたいところです。車社会と言われ、500円の駐

車場を作る一方で、電車を利用というのもおかしいと思うものの、富山市での公共交通の

取り組みは全国から注目を集めており、車を運転できなくなったら、電車を利用しなけれ

ばなりません。それから、駅が汚いという意見もありましたが、汚ければ、我々、利用す

るものが率先してやればいいんです。経済界でも、景気が悪ければ、環境整備が大事だと

いうので、トイレ掃除を自らやるような動きとなっているし、わが社でも実施しています。

行政や議員も実施しているが、市民であれば、地区の自治振興会を通すなどして、自ら活

動すべきです。イベントもやっているが、行政だけに頼っていてもだめで、自ら、汗を出

し、お金を出し、知恵を出さなければ、人は集まりません。もっと若い人の力が必要なの

に、今日も若い人がほとんど集まっていません。自らのまちは、自らが汗をかかなければ

だめなんです。自らのまちは自らが頑張らないとだめなんです。ＰＲがへたくそです。自

らやらないと、地域はよくならなりません。にぎわいに関しても、自らが動かないとだめ

です。自らが動かないようなまちには人は集まってきません。我々が動けば、行政は手伝

ってくれます。お金がないかもしれません。経済界はもっと頑張らないといけない。ただ

反対ばかりしていても意味がありません。また、新幹線開業は、金沢の一人勝ちになるの

ではないでしょうか。東京の人にとって、北陸といえば金沢だけでしょう。黒部も知名度

はあるので、下りた時に、どうするか、いろいろやっていかなければなりません。 

【市長】 

 自らやろうということで、経済界を中心として、また頑張っていただきたいと思います

し、一緒にやっていきたいと思います。 

 金沢が一人勝ちについて一言触れたいと思います。開業効果について、以前は２年と言

われていたが、実は１年ではないかと言われています。どういうことかと言うと、北陸新

幹線開業の１年後に北海道新幹線が開業する予定です。高崎から金沢までの新幹線駅を持

つことになる沿線10市で、開業１年目はそれぞれで、２年目からは連携して盛り上げてい

こうとしています。北陸、北海道や九州といった沿線ごとの競争となるので、個々の黒部、

富山、金沢という単体だけでは立ち行かなくなります。金沢一人勝ちということはなく、

北陸が沈む時は、金沢も沈むことになるのです。北陸もしくは、北信越全体として売り込

んでいかなければ、北海道や長崎といった名の方が観光地としては有名です。黒部は開業

効果が確実にありますので、どれだけ続けられるか、あるいはもっと増やしていけるかと
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いう取り組みが勝負の要であります。北陸新幹線の要は、北陸だと考えております。東海

道が地震で利用できない場合に、関西圏と関東圏を結ぶ大事なルートであると考えている。

北海道新幹線は現在の特急レベルの速度しか出せないものの、北海道というブランド名は

強いです。北陸全体として、新幹線開業は大きなチャンスであり、沿線全体で頑張ってい

きたいと思います。 

【村椿・Hさん】 

 新幹線が黒部にもたらしてくれるものを楽しみにしています。新幹線で、黒部に降り立

った時、荻生の山の方にある名水の里という看板があり、黒部は水のイメージが強いので、

知事との会合にお願いしたが、市長にもお願いしたいと思うのは、黒部の駅に水に関する

モニュメントを設置していただきたいと思います。ヨーロッパを訪れると、素敵な水のモ

ニュメントがあるが、ああいうものもよいが、価格が張ると思うので、私は横に100mほど

の管から5、6mほどの水が流れるような、常に水に親しめるモニュメントがよいのではな

いかと思っています。また、地域観光ギャラリーというのは、観光に興味を持つ人が地元

の物産を販売するような場所なのでしょうか。交流プラザは、地元の人たちがイベントを

実施して楽しむような場所なのでしょうか。これら３点について、教えていただきたいと

思います。 

【市長】 

 ありがとうございました。まず、１点目の水のモニュメントについては、いろいろご意

見があります。おっしゃられるように、黒部川や扇状地をイメージするようなものを作ら

なければならないという意見もあります。反対に、コラーレの水を湛えた場所のように、

清掃していても、時期によっては藻が生えて、見栄えが悪くなるという意見もあります。

この水系施設については、考えていきたいと思います。地域観光ギャラリーについてです

が、おっしゃられるような地元の人が物産を販売やＰＲの場所ではありません。むしろ、

そういった地元の人が物産販売やイベントをして楽しむような場所は、交流プラザとなり

ます。ぜひたくさん利用していただきたいと思います。円形ロータリーは直径70mもある

ので、季節によっては、朝市のようなイベントも可能だと思いますので、皆様と一緒に考

えていきたいと思います。 

【事務局】 

 最初にお話した終了予定時間が近づいておりますので、あと１人のご発言とさせていた

だきたいと思いますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 

【田家・Iさん】 

 昨日、黒部市支援で、南砺市の女性団体と交流会をしてきました。黒部をアピールする

ものを南砺市に渡したいということを市に伝えたところ、パンフレットが２種類用意され

ただけでした。南砺市からいただいたものは、ゆるキャラのあめやシャープペンなどが南

砺市のビニール袋に入ったものでした。なにか負けたような気持ちになりました。こうい

ったように、宣伝力といいますか、アピールする力が足りないと思います。黒部にも、ウ

ォー太郎というゆるキャラがいるわけですから、そういったものを活用して、どんどんア

ピールしなければなりません。先ほど、駅舎のＣＧはパソコンを使ってみることができる

と市長はおっしゃっていましたが、パソコンを利用できない世代もまだまだ多いと思いま

す。例えば、小学校や社会福祉施設などで、もっとアピールすべきだと思います。また、
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市役所が新庁舎になってからでもいいと思いますが、駅舎の模型が目につくところに置い

たり、画面で新幹線駅舎の案内画面が出たりするなど、もっとアピールに力を注いでいた

だきたいと思います。 

【市長】 

 ありがとうございました。先ほどから、情報発信についての発言が出てきており、我々

は一生懸命発信しているつもりだったのですが、こうして伺っていると、まだまだ足りな

いのだなと思いました。県外の知人には、長野や新潟に比べると、まったく情報発信が足

りないと言われています。これは黒部だけなく、富山県全体にも言えることです。観光客

を迎える、観光資源や物産のアピールを、東京の山手線に、知事は花を出しているとか、

アピールしているつもりなのですが、まだまだ長野や新潟のやり方に比べると足りません。

観光産業がメインの長野はもっとたくさんの発信量なのだろうと思います。先ほど申し上

げました、北陸新幹線沿線10市の会合の際に、長野の善光寺にまいりました。通常の拝観

者は年間600万人のところ、７年に１度の御開帳の際には、２ヶ月間で600万人の来場があ

り、その年は年間1,000万人となるそうです。隣に高田の夜桜が有名な上越市の市長がい

らっしゃったのですが、善光寺御開帳がある年は、おかげで観光客の入りが倍になるとお

っしゃっていました。長野黒部間は新幹線でおよそ40分になりますので、２カ月に600万

人のうちの一部でも富山に来ていただければ、その効果は全然違ってきます。効果をあげ

るために、一緒になってやっていかないといけないと思います。善光寺の御開帳の際にで

も、1,000万人もいらっしゃるわけですから、そこに黒部のパンフレットでも持ち込むく

らいの気持ちでアピールしなければならないと考えています。連携し、これからももっと

もっと情報発信に努めたいと思います。 

【事務局】 

 これまで、いろいろなご意見をいただきましたが、予定の時間になりましたので、以上

で、本日のタウンミーティングを閉じさせていただきたいと思います。 

それでは閉会にあたりまして、堀内市長から、本日お集まりいただきました皆様への

お礼も含めまして、ご挨拶申し上げます。 

【市長】 

 本日は、土曜日の出づらい時間帯にお集まりいただき、誠にありがとうございました。

まだまだ、いろいろなご意見ご要望があると思いますが、今日は10人ほどのご意見をいた

だきましたが、先ほどもありましたが、もっと若い人から、高齢の方までたくさんのいろ

いろなご意見を集め、信頼関係を深めて、協力して、新幹線開業に向かっていきたいと思

います。なお、昨年度まで、タウンミーティングを４中学校下同じテーマで、平日夜に開

催しておりましたが、毎回同じ顔ぶれというご意見もいただいておりました。今年からは

若い人たちの参加しやすさを考慮し、曜日時間帯を変更しました。若干顔ぶれが変わった

ように感じております。これからも多くの人にぜひ参加していただきたいと考えておりま

す。また、テーマを絞っておりませんので、自分の属する団体や地域で、話をしたい、聞

きたいテーマ等がありましたら、日程調整次第で対応させていただきたいと考えておりま

す。今日は、新幹線関連がテーマであったのですが、並行在来線の話があまりありません

でした。並行在来線は、いよいよ新会社が発足し、動き出しました。これから出資や経営

安定基金といった話が進められていきます。赤字経営になると思いますし、これからの新
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たな設備投資負担について、誰がどう負担するかについては、３月までが山場です。県、

民間、県内15市町村がどういう考え方でどれだけ負担していくのかが、３月までに決まり

ます。新聞等でご覧になられたかもしれませんが、並行在来線の料金について、現行どお

りの場合、10％上昇した場合、25％上昇した場合とありますが、その考え方についても決

まります。今日は時間もありませんので、仕方がないですが、例えば、利用料金は絶対に

上げてほしくないので、地元負担するといった考え方もあるでしょうし、逆に利用する人

が応分して負担するのは当然と考える方もいらっしゃるでしょう。もう決めるべきところ

に来ていますので、ぜひ、皆さんの考え方を教えていただきたいと思います。実は昨日、

知事と県内15市町村長が集まった市町村長会議がありました。公開はされておりませんが、

今申し上げました経営安定基金や料金の話について、詰めの段階に来ています。知事は、

あちこちのタウンミーティングで、料金は絶対あげないでほしいという意見をきいていら

っしゃいますので、料金を上げることについては、なかなか厳しいと考えていらっしゃい

ます。一方、利用者の応分負担だろうという首長さんもいらっしゃいます。これからも一

人でも多くのご意見をいただきたいと考えております。本日は誠にありがとうございまし

た。 

【事務局】 

 これを持ちまして、平成24年度黒部市タウンミーティングを閉会させていただきます。

会場にお忘れ物のないようにお気をつけて、お帰りください。 

 また、先ほどお配りいたしましたアンケート用紙ですが、ご記入の上、会場出口の回収

箱へ入れていただきますようよろしくお願いいたします。 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


